
 

(第２号様式） 
 神奈川県教育委員会教育長殿                                                                                  令和４年４月 17日  
 

県立新城高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①「７つの力」
を育むため、新
学習指導要領に
伴う教育課程を
編成し、授業改
善中心としたカ
リキュラムマネ
ジメントにより
運用する。 
②知的探究心や
主体的に学ぶ学
習方法の改善に
努める。 
③生徒の思考力
の向上を図り、
判断する力を育
むための組織的
授業改善に全校
で取り組む。 

①新教育課程の
学習活動と評価
の実施をさらに
深めるととも
に、新旧教育課
程並行実施の最
終年度における
両者の円滑な運
用を目指す。  
②主体的･対話
的で深い学びを
主軸とした授業
改善の推進を継
続し、教科内外
の組織的な取組
をさらに進めて
いく。  
③指定校事業
「学習評価に係
る研究」をさら
に進めるととも
に持続可能な研
究を実施する。 

①新しい教育課
程の学習活動の
あり方を繰り返
し 共 有 し な が
ら、旧課程との
評価の手法の相
違点を確認し、
学習指導と評価
の円滑な運用を
進める。  
②教科全体で授
業改善をさらに
進めていく環境
を整え、生徒の
学習活動をさら
に深化させる取
組を進める。  
③指定校事業と
しての評価の研
究の中で、生徒
の「学びの調整
力」の向上を図
る授業のあり方
と、その調整力
の評価手法につ
いて組織的に検
討する。 

①新旧教育課程
の相違と留意点
に つ い て 確 認
し、それを踏ま
えた成績関係の
処理を周知徹底
することができ
たか。  
②学習評価の研
究とあわせて、
本校における授
業改善の視点を
共有し、検討す
る環境を整える
こ と が で き た
か。  
③指定校授業の
研究に向けた組
織的で持続可能
な取組を進める
こ と が で き た
か。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①多様性と協調
性を育み、コミ
ュニケーション
能力や協調性を
高め主体的で協
働的な取組みを
目指し、学校行
事や部活動の活
性化を図る。 
②一人ひとりの
生徒への極め細
かな支援体制の
確立と外部機関
との連携を深め
る。 

①生徒主体の行
事・部活動を支
援するための教
員体制を改善・
構築し、可能な
限り生徒の活
動・活躍の場を
提供できるよう
にする。  
①多様性の認知
と理解をさらに
進めるととも
に、個人の尊重
や協調性の育成
に向けて教職員
と生徒、生徒間
のコミュニケー
ション活性化を
図る。 
②情報発信ツー
ル等も積極的に
活用し、個々の
生徒の課題や不
安を早期に発
見・対応するた

①生徒会執行部
や各部活動に対
して効率の良い
活動の工夫がで
きるように部長
会を通して働き
かける。また顧
問の相互連携・ｲ
ﾝｽﾄﾗｸﾀｰ等の外部
人材の活用を図
る。   
①多様性の認知
に関わる啓発研
修会を生徒・職
員向けに開催す
る。  
②情報発信ツー
ル等を積極的に
利用し、生徒会
と部活動間の情
報共有の機会や
生徒情報共有の
機会を充実させ
る 
②個別支援が必

①生徒会役員の
支援や必要に応
じた部長会の開
催ができたか。
また映像配信等
も織り交ぜなが
ら、新たな行事
の形について検
討、実施できた
か。   
①多様性をテー
マ と し た 研 修
会・学習会を生
徒、職員向けに
各１回以上実施
できたか。 
②様々な情報発
信ツールを活用
した情報共有シ
ステムを構築で
きたか。 
②生徒情報交換
機 会 を 充 実 さ
せ、必要に応じ
てケース会議を
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めの体制を整え
るほか、SC、
SSW と連携し多
様な支援の手立
てを構築する。 

要な生徒へ、チ
ーム支援により
対応の充実を図
る。 

開催できたか。
情報共有が速や
かに行えたか。 

３ 進路指導・支援 

①自立した市民
として社会で活
躍する力を育む
ための進路希望
実現を体系的な
指導と情報提
供・支援により
行う。 
②長期的な展望
に基づくキャリ
アプランを主体
的に考えること
ができる資質を
育む。 

①長期的な視野
に立ち、計画的
に次の進路を考
えられるよう適
切な指導を行
う。   
②変化する社
会、入試制度に
対応できるよう
情報収集の的確
な方法、主体的
に判断する力を
養う指導を行う 

①充分な情報提
供 を 元 に 、 探
究・LHR の時間を
通じて長期的な
視野に立った進
路計画を作成す
る指導を行うと
ともに、適切な
時期に説明会等
を行う。  
②新課程に対応
する入試制度に
ついての情報収
集に努め、対象
学年の生徒に対
して、説明会等
で指導を行う。 

①長期的な視野
に立ったライフ
プランニングか
ら第一志望届が
提出できたか。  
②入試制度の改
革についての情
報収集が適切に
行えたか。  
③対象生徒や保
護者に対して、
入試改革につい
ての説明会が実
施できたか。 

     

４ 地域等との協働 

地域等との連携
や協働を進め、
持続的な発展を
可能とする社会
で一定の役割を
果たす。また、
地域交流、ボラ
ンティア等を通
じた社会貢献に
より、開かれた
学校づくりに取
り組む。 

①学校における
IT 環境の整備
とともにアフタ
ーコロナに向け
た新しい地域と
の連携の方法を
模索する。   
②学校のホーム
ページ等の IT
を活用しつつ地
域や入学希望者
と対面して学校
の魅力を発信す
る。 

①IT 環境を活用
し、コロナ禍で
変化した新しい
地域との連携の
方法を協議また
は実践する。   
②学校のホーム
ページ等におい
て、生徒の学び
が分かる情報発
信を行う。  
③説明会、学校
行事または地域
交流を通じて対
面しての学校の
魅力を発信する
機会を増やす。 

①IT 環境を活用
し、コロナ禍で
変化した新しい
地域との連携の
方法を協議また
は実践すること
ができたか。   
②学校のホーム
ページ等におい
て、生徒の学び
が分かる情報発
信を年間 20回行
えたか。  
③説明会、学校
行事または地域
交流を通じて対
面しての学校の
魅力を発信する
機会が増加した
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

生徒の安心・安
全な学校生活の
場としての学校
の管理運営を推
進 す る と と も
に、職員による
業務改善、意識
向 上 に よ り 事
故・不祥事防止
を図り、効率的
な学校運営を行
う。 

①避難訓練及び
DIG 研修を通じ
て命を守る教育
の推進と生徒の
防災・減災への
意識を醸成す
る。 
②不祥事事故防
止の意識向上を
図り不祥事根絶
を目指す 
②教職員の働き
方改革を推進し
効率的な学校運
営を目指す。 

①DIG 研修等を通
じて防災・減災
への意識醸成と
共に地域を守る
一員としての自
覚を養う。 
②事故不祥事防
止研修機会を定
期的設け、職員
の意識向上を図
る。 
②時間外労働の
抑制や年休等の
取得の推進を図
る。 

①生徒の主体的
な研修等への取
組 み に よ り 防
災・減災への意
識の向上が見ら
れたか。 
②年 12 回以上の
事故不祥事防止
研修機会の設定
と不祥事の根絶
を図れたか。 
②時間外勤務の
削減や年休等取
得率が前年度比
で改善したか。 

     

 


